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第２回 日野市新たな学校づくり・社会教育施設づくり検討委員会 意見まとめ

公共施設的機能学習スペース・生活環境

特別教室等の共用化

環境差異の是正

⑨新しい時代に求められる姿は、これま
でのPC室や理科室、図工室、家庭科室な
ど、従来型の特別教室ではなかろう
（1895年の学校建築図説明及び設計大要
に基づくレイアウトからの脱却）。

⑩ラーニングセンターが学校の中心にある
と、学校が子どもたちを待ち構え、色々な
学習活動を誘発する可能性が期待できる。

学びの変化に対応した特別教室

⑫障害のある子どもが、特別支援学校や
学級で分け隔てられて学ぶ時代はいずれ
なくなる。真のインクルーシブ。既存の
学校施設は、長寿命化改修を進め現代化
し、バリアフリー化を促進する観点が重
要

⑬子どもがワクワクするように高低差を
つくっているのだが、段差があると車い
すが入れない課題もある。子どものワク
ワクと障害者の共存は可能か。

⑲学校が子ども向けにつくられているた
めに大人は使いにくいという意見を聞い
たことがある。子どものスケールと大人
のスケールの両立や調和が図れるとよい

⑯学校施設のなかではプールが非効率と
言われているが、家庭科室、木工室も同
様。それらを活用して地域の人たちが
使っていけるといい。そのためには共用
スペースのつくり方を考える必要がある。

⑪学校側では小学校と中学校を統廃合や
一貫校とすることも考えるべきかもしれ
ない。一体化すれば体育館は１つで済む
という発想にもなる。

㉑小学校でも活用頻度の低い教室はある。
共用を前提として設計されていないことも
要因だが、バリアフリーやセキュリティの
観点も加え地域開放を考える必要がある。

インクルーシブな学校

⑳平屋建ての校舎は、車いす利用者に
とっては移動のしやすさがあるが、防災
的な観点からすると垂直避難が必要な際
には課題となる。理想と現実のバランス
感は重要。

㉕高齢者のデイサービスの事例があったが、
学校施設が多機能化されると円滑な交流に
つながり、発展的な学習が可能となるであ
ろう。

⑰図書館が複合化されることで、学校の
蔵書数が増え、調べ学習などに効果が期
待できる。

㉔学校教員の負担を増やすことのないよう、
地域の力を活用していく必要もあると思う。

㉓社会教育施設を併設した場合、社会教
育施設の部屋を使うということも考えら
れるかもしれない。

㉙なるべく地域社会の人たちが学校に親
しみを感じて、気軽に学校の中へ入って
いただけるような環境。学校は街であり、
街は学校である。

㉚学校が地域社会に親しまれ馴染むこと、
街の中心に学校をつくることは、街の魅
力づくりの観点からも重要なこと。

㉗学校と地域が学校施設の空間でシェア
することで、人と人が、児童生徒と利用
者が自然と交流するしくみができる。

㉘学校の中に地域の方々が入ることで、
子どもたちの日常生活について、大人た
ちが大きなオブラートで包むように見守
ることができる。

㉖子どもがいなくなるから高齢者施設を
合併するという視点だけではなく、多世
代が地域で共存することを前提として、
学校をつくる必要があると感じている。

ラーニングセンター（図書館）

社会教育との連携

⑱夜間・週末を中心に体育館などが開放
されており、スポーツ団体が主に使って
いる。くわえて、文化教養に関する公開
もすすめることで、指導員が関われるよ
うになると連携が進むのではないか。

高齢者福祉との連携

避難所としての学校

地域・コミュニティへの開放性
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㉒これからの時代は、学校を単
体で建て替えるのではなく、地
域に配置されている公共施設の
様々な機能を、地域全体の中で
どのように再配置すると効率的
な組み合わせとなるか検討が必
要。

⑮学校施設の共用化や複合化な
ど発展的な整備を検討するにあ
たっては、どの範囲まで検討を
進めることができるか？理想も
あれば建築上の諸般の制限、財
政的な制約もある。

㉛学校施設の更新にあたっては、その地
域に古くから住まわれている方々や歴史
的背景を大切にすることで、地域にとっ
てより利用しやすい施設となると思う。

学びの変化に対応した教室

①フレキシブルな教室（ワークスぺース
等）の設置により、作業学習が可能とな
れば、弾力的に多様な学習活動に対応で
きるのではないか？

③いざオープンスペースを導入したが、教員
が使いこなせず、壁をつくり従来の普通教室
に逆戻りした例もある。空間がもつ本来の機
能やコンセプトを実行実践していくことが重
要。

⑤どの場所にどのようなスペースを配置
するか？子どもたちの居場所についても
考えたい。

④フレキシブルなオープンスペースを備えた
環境だけが、本当に子どもたちのための学校、
子どもたちの心が安らぐ学校とは言えない。

⑥清潔感がキーワードになる。子どもな
らではの汚れがあり、アレルギーなどへ
の配慮も必要である。掃除のしやすさも
念頭に置いてもらいたい。

⑦発達障害の児童・生徒にはいまの教室
では居ることがつらいということがある。
傍に小さな空間があればともに学べる可
能性があると思う。

⑭公共施設としての共用化の観
点は、日野市における学校施設
の長い将来を考えた際、改築
（建替え）や長寿命化とセット
で検討しなければならない

②オープンスタイルの学校や教室と連動
したスペースの設置は、多様なグループ
活動の実現につながる。特別教室におい
てもフレキシブルな考え方が必要ではな
いか？黒板や教科書以外の転機が必要。

施設機能の合理化

⑧優先順位の低い学校で、いま
議論されているあり方に近づけ
るための方策を考える必要があ
ると思う。

供用化・複合化の必要性ほか

教
育
の
相
乗
効
果

バリアフリー・ユニバーサルデザイン
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